
⽇ 時︓令和5年1⽉28⽇（⼟）10:00〜11:30
場 所︓下落合コミュニティセンター

多⽬的ルーム
参加⼈数︓15名
内 容︓1. 聞き取り調査結果のご報告

2. 与野駅周辺の歴史など
3. 駅前広場における整備⼿法
4. 今後の進め⽅

令和5年1⽉に、下落合コミュニティセンターにて「与野駅東⼝駅前広場の
整備⼿法の検討に関する勉強会」を開催いたしました。当⽇は多くの地権者
の皆様にご参加いただき、ありがとうございました。当⽇の概要や主な
ご意⾒についてご報告いたします。
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▲説明会の様⼦

<実施概要>

令和５年３月
与野駅東口駅前広場ニュース vol.１

「与野駅東⼝駅前広場の整備⼿法の検討に関する勉強会」を開催しました︕

勉強会での主なご意⾒（■）・質疑応答（Q・A）

歴史の振り返りは今までなかったのでよかった。また、聞き取り調査の結果から、
さいたま市が本気で検討していくと感じた。今後も継続してこのような勉強会等を開き、
検討に活かしてほしい。

■

時代の変容がある中で、今後住⺠や地権者、借地権者など様々な⽴場に⽴って、事業を
考えていく必要がある。

■

「聞き取り調査結果のご報告」、「与野駅の変遷・歴史」について

⾼齢社会と⼈⼝減少の流れの中、駅前広場に歩⾏者と⾞両が混在していることは歓迎
できず、バス停の整備が必要だと思っている。また、コミュニティタクシー等を利⽤
している⽅もいるため、バス以外の公共交通機関の選択肢もあるとよい。

Q︓

バス停の整備について、聞き取り調査でもご意⾒をいただいていた。駅前広場への
バス停の設置に関しては、バス事業者との協議が必要となるが、今後検討していく。また、
バスだけでなく、本地区に合った様々な移動⼿段が選択できるよう整備⼿法を含めて検討
していきたい。（市）

A︓

埼京線の開通によって与野駅の利⽤者が減り、以前与野駅東⼝にもあったバス停が無く
なった。さいたま新都⼼駅の⽅がバスの需要があったのではないか。⾏政に対しての意⾒
を伺い、地元の⽅々と⼀緒に検討していきたい。（市）

■

整備⼿法や合意形成をどのように進めていくのか。勉強会の開催は⼤切だが、いつまで
開催し続けるのか。以前の検討では合意形成が進まなかったため、それぞれの意⾒を
集約する必要があると感じている。聞き取り調査では共同化したいという意向も多いと
読み取れるため、事業を早く進めてほしい。

■



「駅前広場における整備⼿法」、「今後の進め⽅」について
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今回の聞き取り調査の対象者は53名ということだが、権利者の確認漏れはないか。Q︓
今回の聞き取り調査や勉強会の案内は、登記簿で確認できる⽅へ周知しており、借家⼈

への周知はオーナーにお声掛けしていただくようお願いしている。もし、周知が必要な⽅
がいれば、さいたま市まで教えていただくか、お声掛けしていただきたい。（市）

A︓

現時点では、本事業の担当課が道路計画課だが、整備⼿法については他の担当課を
超えて検討するのか。

Q︓

整備内容に関しては、地権者の皆様のご意向を伺いながら担当課を変更することは
可能だと思うが、勉強会等を通して様々な議論が必要である。また、すべての整備⼿法
において事業期間が懸念点として挙げられる。地権者の賛同状況により、事業期間の
短縮も可能であると考えられる。（市）

A︓

事業⾯積が⼤きくなると、事業期間も⻑くなるため、バリアフリー等の設備が整った
駅前広場の整備が⽬的であれば、できるだけ⼩規模とし、与野駅が輝けるまちとなる
よう効率的に検討を進めてほしい。

Q︓

⾯積規模や範囲については今後検討していく予定である。（市）A︓

今 ま で の 計 画 は す べ て ⽩ 紙 に 戻 し 、 駅 の 利 ⽤ 者 に も ア ン ケ ー ト を 取 る な ど し て 、
さいたま市がリーダーシップを取って進めてほしい。

■

※上記のご意⾒・ご質問は主なものを掲載しています。その他のご意⾒・ご質問に
関しては、下記QRコードをご確認ください。

【問い合わせ先】
さいたま市建設局⼟⽊部道路計画課 企画調整係 担当︓⼩林・根岸
TEL︓048-829-1496 E-mail :doro-keikaku@city.saitama.lg.jp
FAX︓048-829-1988

「今後の進め⽅」について
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随時 勉強会・説明会の開催

※詳細な勉強会資料はさいたま市HPをご確認ください。

⾼齢化社会になると難聴者も増加すると思うので、⾼齢者や障がい者、⼦育て世代
など様々な⽴場の⽅々が住みやすくなるよう早く事業を進めてほしい。

■

次回の開催は令和５年春ごろを予定しています


